
経済的に盛土と周辺地盤の沈下を抑制できる

フローティング型
壁式地盤改良工法

壁式改良工法研究会

●盛土、地盤条件：盛土高さ：8.0m、軟弱層厚：21.2m
●設計水準：

・供用後の沈下量を “0” にするには大規模な地盤改良又は時間が必要 ⇒ コスト増
・供用後に生じる沈下を設計水準内に許容することで、軟弱地盤対策コストを縮減
　⇒ フローティング型壁式地盤改良工法
　　⇒ 事業工程管理が重要（供用開始時期から逆算して盛土施工時期等を設定）

　・盛土天端の沈下量　　　　　　　　　　：供用後 3年間で 30cm以下
　・官民境界（法尻から 2m離れ）の沈下量：盛土開始から 5cm以下
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従来技術とのコスト比較
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「フローティング型　壁式地盤改良工法」
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盛土自重による載荷荷重
交通荷重等による載荷重:

載荷位置:
30° 30°

　
　

仮想載荷面

仮想載荷面に作用する載荷応力:

横断壁の幅：

改良長さ:
横断壁の

　
　

改良長さ:
変位抑制壁の

　
　

交通荷重等の載荷幅：
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未改良部
の層厚:

　
　

-25

-20

-15

-10

-5

0

5
0 20 40 60 80 100

標
高
(m

)

沈下量(cm)

壁間隔4.9m

壁間隔5.9m

浅層改良盤

横断壁

0

50

100

150

200

250

300

350

400

-30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70

沈
下

量
(c
m
)

盛土中央からの距離(m)

壁間隔4.9m

壁間隔5.9m

壁式改良　盛土完了後約7.5ヵ月

無処理はFEM解析結果（最終沈下量）

無処理

盛土中央の沈下分布結果
（盛土完了後 7.5 ヶ月：壁間中央）

試験盛土の地表面沈下分布
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FEM解析による
無処理盛土沈下
量：約340cm

最終予測
沈下量
約90cm
最終予測
沈下量
約104cm

試験盛土の沈下経時変化試験盛土の例

特　　徴

施工後 1年経過の路体及び天端状況 沈下計算モデル図沈下計算モデル図

現場施工における沈下・変位抑制効果（大川佐賀道路軟弱地盤対策技術基準検討委員会資料より）

1）従来の杭式改良より少ない改良土量で盛土、周辺部の沈下を低減できます。
　・横断壁と浅層改良盤で囲まれた未改良領域と改良部が一体化し、圧密沈下対象層が横断壁下端以深のみに減少域と改良部が一体化し、圧密沈下対象層が横断壁下端以深のみに減少
　・横断壁・浅層改良盤側部の周面摩擦力により沈下対象層への載荷荷重が減少
2）盛土横断方向に改良壁が設置されるため地下水の流れを阻害しません。
3）横断壁により未改良領域が拘束されることにより耐震性能が大幅に向上します。
4）横断壁・浅層改良盤と未改良領域が一体的に沈下するので、盛土天端の不陸がほとんど生じません盛土天端の不陸がほとんど生じません。
5 ）埋没クリークなどの地質リスクがあっても、盛土の安定性への影響が少なく、段差対策でも急激な段差が生じの影響が少なく、段差対策でも急激な段差が生じ
にくい。

＜用途＞軟弱地盤上に盛土を構築する道路・河川・港湾事業
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（a）壁式改良＋変位抑制壁（着底） （b）壁式改良＋変位抑制壁（非着底）

壁式地盤改良工法は、盛土横断方向にセメント系深層・中層改良によ
り改良体を連続打設して横断壁を造成し、その上に浅層改良盤を構築す
る軟弱地盤対策工法で、大幅に盛土の沈下を軽減できます。更に、着底
または非着底の変位抑制壁を設けることにより、周辺地盤の沈下と変位
を抑制できます。

横断壁の施工状況

道路縦断方向

横断壁の一部

■施工条件および地盤条件■施工条件および地盤条件
　・盛土高さH＝8m、軟弱層厚21.1m、横断壁長さ15m、横断壁間隔λ　・盛土高さH＝8m、軟弱層厚21.1m、横断壁長さ15m、横断壁間隔λ＝4.9mと5.9m
　・無対策の場合の2次元弾塑性FEM 解析による盛土天端沈下量が約340cm、法尻2m 離れの沈下量が50cm の軟弱地盤　・無対策の場合の2次元弾塑性FEM 解析による盛土天端沈下量が約340cm、法尻2m 離れの沈下量が50cm の軟弱地盤
●盛土天端沈下量は90cm程度と●盛土天端沈下量は90cm程度と 30% 程度に減少
●周辺地盤（法尻2m 離れ）の沈下量は、わずか●周辺地盤（法尻2m 離れ）の沈下量は、わずか 3cmに激減


